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東
京
芸
術
大
学
バ
ッ
ハ
カ
ン
タ
ー
タ
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の
名
の
示
す

通
り
ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ
を
演
奏

す
る
、
東
京
芸
術
大
学
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
一
九
七
〇
年
に
芸
大
の
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
創
立

さ
れ
ま
し
た
。
創
立
当
初
か
ら
、
日
本
を
代
表
す
る
チ
ェ
ン
バ
リ
ス

ト
で
あ
り
バ
ッ
ハ
演
奏
の
第
一
人
者
で
あ
る
小こ

林
ば
や
し

道み
ち

夫お

先
生
を
指
導

ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル

訪
問

「
バ
ッ
ハ
カ
ン
タ
ー
タ
ク
ラ
ブ
」
は
三
十
五
年
の
歴
史
を
も
ち
、

定
期
演
奏
会
の
開
催
を
は
じ
め
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

膨
大
な
数
の
バ
ッ
ハ
の
教
会
音
楽
、
室
内
楽
曲
の

演
奏
・
研
究
に
研
鑽
を
積
む
ク
ラ
ブ
の
歴
史
と
現
在
。

バ
ッ
ハ
カ
ン
タ
ー
タ

ク
ラ
ブ教

会
カ
ン
タ
ー
タ
の
深
遠
な
世
界斎

藤
洵

第3回
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毎週金曜日の夕刻に行われる練習のようす。

者
に
迎
え
、
主
に
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ
や
室
内
楽
曲
の

演
奏
・
研
究
を
目
的
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
三
十
五
年
の
間
に
幾
度
と
な
く
存
続
の
憂
目
に
晒さ

ら

さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
近
年
は
部
員
の
増
加
に
伴
い
《
ロ
短
調
ミ
サ
》《
ヨ
ハ
ネ

受
難
曲
》《
マ
タ
イ
受
難
曲
》
の
大
曲
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

年
間
の
演
奏
会
は
四
月
と
五
月
の
新
入
生
歓
迎
演
奏
会
、
八
月
の

日
光
演
奏
旅
行
、
九
月
の
芸
術
祭
、
十
月
の
上
野
下
谷
教
会
で
の
音

楽
礼
拝
、
二
月
の
定
期
演
奏
会
と
通
常
六
回
。
年
間
六
、
七
曲
に
取

り
組
む
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
も
バ
ッ
ハ
の
教
会
カ
ン
タ
ー
タ
は
約

二
百
曲
あ
り
ま
す
。
一
曲
仕
上
げ
る
の
で
さ
え
七
転
八
倒
の
苦
し
み

な
の
に
、
そ
れ
が
ま
だ
二
百
曲
も
横
た
わ
っ
て
い
る
な
ん
て
、
到
底

先
の
見
え
な
い
作
業
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
一
曲
一
曲
の
内
容
の
深

さ
が
あ
り
、
そ
し
て
作
曲
家
の
底
が
見
え
な
い
。
そ
れ
ら
こ
そ
私
た

ち
が
バ
ッ
ハ
に
魅
せ
ら
れ
る
所
以
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
小
林
先
生
の
導
く
音
楽
へ
の
、
特
別
な
思
い
が
紡

が
れ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
ク
ラ
ブ
が
三
十
五
年
間
も
続
い
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
先
生
は
昨
年
の
定
期
演
奏
会
を
最
後
に
ク
ラ
ブ

の
指
導
か
ら
退
か
れ
ま
し
た
。
現
在
の
ク
ラ
ブ
は
過
渡
期
に
あ
る
と

言
え
ま
す
。
現
在
の
練
習
は
部
員
か
ら
輩
出
し
た
指
揮
者
を
中
心
に
、

部
員
同
士
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
け
れ
ど
も
小
林
先
生
が
大
事
に

さ
れ
て
い
た
音
楽
の
あ
り
方
は
忘
れ
ず
に
音
楽
を
作
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
五
時
半
か
ら
校
内
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ハ
が

好
き
な
方
、
合
唱
の
好
き
な
方
、
と
に
か
く
誰
で
も
気
軽
に
遊
び
に

き
て
く
だ
さ
い
。

（
さ
い
と
う
・
じ
ゅ
ん
／
音
楽
学
部
声
楽
科
三
年
）




